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§１．研究実施体制 

（１）「産総研」グループ 

① 研究開発代表者：長谷川 良平 （産業技術総合研究所、上級主任研究員） 

②研究項目：ｂスポーツの試作開発と実証実験の実施 

（２）「名古屋大」グループ 

① 主たる共同研究者：平田 仁 （名古屋大学大学院医学系研究科、特任教授） 

② 研究項目：ｂスポーツの社会機能に及ぼす効果の検証 

（３）「福井大」グループ 

① 主たる共同研究者：高田 宗樹 （福井大学学術研究院工学系部門、教授） 

② 研究項目：ｂスポーツの認知機能に及ぼす効果の検証 

(ア) 「筑波大」グループ 

①主たる共同研究者：石井 亜紀子 （筑波大学医学医療系、講師） 

②研究項目：性能評価実験の実施と臨床マネージメント 

 

§２．研究開発成果の概要 

日本のような高齢長寿社会においては、認知症患者の割合が多く、本人が大変なだけでなく、家族の負担や

医療費増大などが大きな社会問題となっている。未だ決定的な治療法の開発の見通しが具体化していない現

段階では、高齢者の脳の健康を維持する予防的介入が重要である。本研究の代表者（産総研）は、注意の高ま

りを反映する脳波成分を仮想的なスイッチとしてパソコンや外部機器の操作ができる「脳波スイッチ」の開発に取

り組んできた。本研究では、分担機関（名古屋大、福井大、筑波大）と協力し、脳波スイッチによる認知トレーニ

ング装置「ニューロトレーナー」の高度化（簡便/高性能のヘッドギア開発）や、ヒト型ロボットやＶＲなどを用いた

脳トレゲームの開発を行った。また、高齢者を含む健常成人を対象としてニューロトレーナーの対戦競技「ｂスポ

ーツ」のサービス提供の可能性を検討した。具体的には高齢世代と若者世代のペアに、４週間に渡って毎週３

種類の脳トレゲームを用いた対戦を実施した。その結果、①全プレイヤーが脳波スイッチによるハンズフリーの

ゲーム操作を実施できること、②機敏な動作が難しい高齢者でも若者と競り合いのゲームができること、③体験

回数を増すにつれてゲーム成績が向上すること、④ｂスポーツを介した世代間交流が可能なこと、を確認した。 

このようなｂスポーツの効果をより多面的かつ効果的に検証する目的で、既存のｂスポーツ前後に実施する脳

機能評価の候補として、臨床現場で普及しつつも紙ベースで実施されてきた既存の認知検査のデジタル化や、

認知機能と相関のある律動脳波の指標化などにも取り組んできた。また、各機関の地元を中心にして高齢者及

びその他のｂスポーツプレイヤーの候補（寝たきりの運動機能障がい者や発達障がい児、脳卒中患者等）に関

する施設や団体との連携を強化するとともに、ｂスポーツ体験会や関連技術に関する予備実験を多数実施して

きた。今後、これらの実績や知見に基づいて、ニューロトレーナーの製造販売やｂスポーツのサービス提供実施

の候補となる民間企業への技術移転を進め、この技術/サービスの実用化による街ぐるみの認知症対策と、新

産業創出を進めていく予定である。 
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